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凡例




これは「現代」第二十六卷第十二號（昭和二十年十二月一日　大日本雄辯會講談社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤字・誤植と思われるものにはママルビを付し、〔　〕内に訂正しました。








  農村談義

吉植　庄亮







第一の談




　昭和十八年四月、私は出征兵士である小作人から歸還までと預つた土地を加へて二十四町步の水田自作農となつた。ところで昭和九年までは水田四十二町步の自作農であつた私も、その後入植者增加により、だん〳〵小自作農となり、牛馬も農具も多くその方にわけて、手持も殆んど小農具だけになつてゐた。それが昭和十八年になつて再び二十四町步水田自作農になつたわけである。

　第一に困つたのは牛馬耕の犁である。この犁がないことには二十四町步の水田自營は出來ない。そこでその犁の入手に東奔西走したのであるが、この年、私の村への犁配給は三臺に過ぎず、而もその三臺はもう配給ずみになつてゐる。縣の農會に出かけて特配をたのむと、「特配の制度はない。然しあなたの隣の宗像村・大森町に配給が澤山行つてゐるから交涉して見よ。」といふ。すぐ出かけて聞く。吾々の町村にはそれほど必要のない牛馬犁のことであるから、大野農機具商に拂下げたといふ。すぐ大野商店にゆく。もう賣つてしまつたと言ふ。自由販賣のない制度下にこの現實であり、泣いても笑つてもどうにもならない宿命を背負つてゐる私である。

　こゝでちよつと筆を停頓させる必要がある。實は私の村は耕作は大體牛馬耕により、大森町、宗像村は牛馬耕適地は私の村より遙かに少ないのだ。それであるのに、私の村への牛馬耕犁が僅か三臺の配給に過ぎないのに、この町と村とへは必要以上の犁の配給が行はれてゐたのだ。縣にも責任あること勿論であり、統制がまだよく手馴れぬ結果でもあるが、吾々農民の農會がそれを斷行してゐたのである。これが食糧增產の必勝體勢だつたのである。

　さてもとに戾る。もう四月である。二十四町步の水田は犁がないことには田植にはとても間に合はない。かび田には稻は植ゑられない。ところで助ける神があつた。友人の伊橋甲子男君の、そのまた友人の、東京小松川の山サ工場の主人が伊橋君の仲介で自己發明の耕耘機を貸してくれようといふ。そこで渡りに船と貸與方を申込む。小松川から私の農場までその耕耘機を送るに、代用燃料車用木炭三俵が要るから送れといふ。驛にかけつけて驛長に談判する。軍の命令下令中で炭の輸送は不可能だが、事情が事情だから私の一存で風呂敷包にして來れば受付けようといふ。ではさう願ひたいがいつ着くかと聞くと、八日位はかゝらうといふ。これでは急場の間に合はない。すぐ警察署に出かけて自轉車輸送の認可を賴むとよろしい。あなたが炭三俵の闇をやる人でないことは確信するが、然し江戸川から先は東京都である。私の責任外である、この事を御承知なら承知するといふ。

　もう農繁期に向ひつゝあつた。忙しい中から三人の血氣の男を賴んで、自轉車三台で炭三俵を届けると、ありがたいことに山サ式耕耘機は無事翌日私の農場に着いた。然し、耕耘機は着いたが、その耕耘機の生命である燃料がない。石油の一滴もが惠まれることは出來ない。あとは代用燃料の木炭だ。すぐ縣廳に出かける。この方の所管は農務課だが、農務課にはもう一俵の木炭の保管もないといふ。然し、警察部の保安課、經濟保安課にはあるらしいといふ。出かけて懇談すると、保安課はトラツク、バス用の木炭ならある。經濟保安課には漁船への配給木炭ならある。然し、お百姓の方のことは一切農務課の領域だ。私達の手の外にあるといふ。も一度農務課に行く。本當にもう一俵もないのだといふ。そこで更に經濟保安課長の笑顏を思ひ浮べつつ、その部屋に引き返し、食糧增產がいま國の至上命令となつてゐる今日、私がその命令を承り、お國に御奉公しようとするとかくも甚しく國の細かい規則が邪魔してるが、これで果してよいのか。あなたはこの點を如何思ふかと相談に及ぶ。課長はしばらく考へてゐたが、吉植さん、今縣には家庭用木炭なら澤山ある。たゞ、木炭瓦斯發生機用木炭がない丈の話なのだ。あなたが、家庭用木炭配給を農家實行組合用として要求するなら何とかなりませうといふ。

　では、その家庭用木炭を配給して頂き度い。といつたやうな具合で、私は私の責任に於て、家庭用木炭百俵配給命令をもらつて歸り、すぐ二日後から耕耘機を運轉せしめ、辛くも二十四町步の植付を完了し、秋には米八百俵を國に捧げて日本農民の責任を果し得たのである。

　こゝで註釋を加へると、當時千葉縣では、代用燃料用木炭は一切栃木縣移入に待ち、縣内木炭はその方への流入を禁止してゐたのである。ところが、その栃木縣からの移入は四割よりなかつた結果が、農務課からの配給がその時はもう零となつてをり、含蓄深き經濟保安課長の言葉となつたのである。

　この談は、官僚統制といふものがどんなものであるかといふことを明らかに語る基本的のものであるから、第一に書きしるしておくのである。




第二の談




　この談は、少し専門的になる。しかし、やはり私が體驗した談である。戰爭が苛烈になつて來ると共に、農村への肥料配給が少くなつた。私の記憶によると、支那事變の昭和十一年頃は、水田反當り篤農家は三十貫、普通農家は二十貫、駄農と云はれる人々すら十貫は用ゐてゐた。それが終戰時の昭和二十年に私達が使ふことの出來た水田肥料は、千葉縣が反當二貫、山梨縣あたりは確か一貫五百であつた。そして政府の收穫示標は戰前の平均收穫量六千二百萬石を遙かに越えた七千百萬石であつた。この肥料でこの增產が出來るものかとは、日本農民は誰でも思つてはゐたのであるが、机上計畫者官僚だけが獨り出來ると思つてゐた。しかし、矢張りわれ〳〵の思ふ通りそのことは出來なかつた。

　肥料のない時代のお米增產、それには何といつても肥料節約栽培の硏究が一番大切なことである。丁度この時、私の前面に現はれたのが、鳥取縣の福井さんの金肥なしお米增產の提唱であつた。

　談を聞くと、稻には根がある。然し、同時に葉がある。根からは肥料を吸ふ。だから肥料を十分に與へないとお米は出來ぬと人は思ふ。然し、稻には葉がある。稻はこの葉から太陽の光と熱とを思ふさま吸ふ。だから譬へ肥料供給は少くとも、各〻の稻に十分の光と熱とを與ふる栽培法をとる時、お米增產は十分出來る。そして、彼はこの原理に立つて、肥料は堆肥と燻炭と燒土だけで金肥は要らぬ。苗は溫床苗代苗を六月に植ゑるかはり五月に植ゑ、坪當り六十株八十株植ゑるかはりに三十二株を植ゑ、一株三四本乃至五六本植ゑるかはりに一本植ゑればよいことを主張してゐる。これで各〻の稻は太陽の光と熱とを十分吸收出來るのだといふ。

　早速試みてみると、素睛らしい出來だ。去年は三反步、本年は五反步、ともに全耕作十二町步と五町步との首座に坐る成績である。金肥不足の折柄、金肥なしの堆肥だけの稻作り、人手不足の折柄反當り二人手間の田植を一人手間ですませる稻作り、勞力涸渇に拍車をかける田植季の季節勞働力を調節する稻作り、米一粒が血の一滴と云はれる食糧不足どんぞこ時代に、種扱ママ〔籾〕反當り五升の代りに五合ですみ、全國三百萬町步の水田でいふと、籾種十五萬石の代りに一萬五千石で足りる稻作り、そして私だけのお百姓で云つても、十二町步、五町步の二年の稻作り成績の首座に坐る成績をかち得てゐる。そしてこの實績は、「朝日」「每日」「讀賣」の三新聞により大きなニユースとして取扱はれてゐる、その上にこの福井式稻作り法を日本でも發行部數を天下に誇る大衆雜誌「富士」が三年がかりに力瘤を入れて、その啓發運動を續けて來て居り、全國數萬人の篤農家により、その優秀な實績は各地に展開せられてゐる立派な運動である。

　私は、私が衆議院議員であり、同時に實踐を基とした農政硏究家の一人であり、こゝ兩三年來、每年來て下さつてゐる勤勞動員の學徒と共に每日田圃に這入つてゐる農民の一人である點から、必ず農林省なり、或は千葉縣なりから、私の實績を見に來てくれる一人位のお役人はあるものと思つてゐた。人が來ないならせめて、國に對する忠誠心から報告要請位はあるものと思つてゐた。然し、見に來る人もなければ報告を求める文書も來ない。それどころか、更に驚いたことがある。

　之をありのまゝ問答に托して書く。

　ある日、ある機會に私は、農林省の食糧增產に關係の深い技師と談じてゐた。

　「吉植さん、あなたはあの福井といふ人の人格を信じますか。」

　「さあ、私はまだ一二囘の面識に過ぎませんから、人格問題の論議の資格はありません。然し福井さんの指導するとほりにやつて見たら金肥は少しも要らず、人手間は半分ですみ、六月田植を五月にもやれる。大變助かつた上に、秋の收穫は無類飛切りです。これは今日日本にとつてまことに有難いことです。だから私は福井さんを有難い恩人と思つてゐます。」

　「が、この溫床苗代栽培法といふ奴は、福井氏の創めたものではなく、いまは北海道でも、東北でもうんとやつてゐるのです。」

　「さう、私も同僚代議士の北海道の黑澤酉藏君から、北海道では溫床苗代栽培が既に全道稻作の三分の一に達せんとして居り、大體好成績といふことを聞いてゐます。また東北も素睛らしい勢で溫床苗代が發達していることを聞いて喜んでゐます。が、どうです。その北海道、東北の溫床苗代は、やはり普通田のやうに坪當り六七十株、一株三四本乃至五六本植ゑでやつてゐるのでせう。ところで、福井式は坪當り三十二株、一株一本植ゑでなければいけないといふのです。どうです。この北海道東北式の普通植ゑと、この福井式植ゑとの實績を比較硏究せられたことがありますか。」

　「いや、その何々式といふのが私は好かんのです。有象無象が集まつて、新聞や雜誌で賣名しようとする、こいつは尙好かんのです。」

　この問答で、私も賣名の徒の一人と指されたやうで、微苦笑の自ら上るを禁じ得なかつた。そこで私は、

　「でも、日本はいま一粒の米をも惜んでゐる時なのです。人手が足りなくつて農村は四苦八苦してゐるのです。金肥が刺身のつまよりないのです。その時福井式はそれら一切を克服して、お米增產を現實にしてゐるのです。それに文句をつけるのみを能事とする、こいつはたしかに考へ物です。」

　といふと、彼氏のこの言葉に對する返答はなかつた。この問答は、昨年の十一月であつた。そこで私は本年、特に一反步に北海道、東北式にならつて、坪當六十株、一株四五本植ゑをやつてみたが、成績は三十二株一本植ゑよりも反當一俵減產であつた。

　この事に關聯して、一昨年山崎農林大臣の私達に漏した言葉を書添へることが、私の筆を端的に省略せしめ、且つ効果的であると思ふからそのことに一寸ふれる。私達議會人の五六人は、月に一囘づつ農林大臣官邸に集まり、山崎農林大臣と當面の問題につき懇談をすることにしてゐた。そのある日のこと、大臣は麥と芋との劃期的增產計畫の中に、麥の伊藤式廣幅薄蒔、芋の丸山、白土改良式栽培法を、採り入れようとしたのであるが、農林省技術陣營の總反抗に會ひ、ではよろしい。政府は本年度の芋は十七億貫、麥は三千萬石の實收を確保せねばならぬ、これは國の至上命令である。諸君が、民間實績など顧みる必要なしとするならそれも良からうが、責任を以てその額を必ず確保すると斷言する自信があるかと詰め寄ると、確信有ると答へるものが無い。そこで漸く、伊藤、丸山、白土式などの民間栽培法を、政府の增產計畫にとり入れることが出來たのだが、いや全く困つたことだと言ふ。自分の方には確信がないくせに、民間者の實績はあくまで蹴飛ばして我を通し、戰時下食糧に對する責任感などないかに見ゆる官僚の貌が、これほどはつきりした話はないと思つたから、こゝに引用したのである。この話に結びつけて前の私の談も味つていただきたい。




第三の談




　もう一つの談も、とても馬鹿らしい話である。食糧問題が大變な問題になつてゐた昭和十九年に、日本の官僚が、米五十俵を惜しんで米五百俵を失つてゐるといふ話なのである。私は前にも書いた通り、昭和十八年に水田二十四町步を自作してゐる。昭和十九年には、出征兵の增加により、更にその田を引受けて、二十七町步を耕作せねばならぬことになつた。水田二町步の自作農なら當然自家保有米十二俵は常識であり、二十七町步の自作農なら百俵以上の自家保有米が當然たること、これも常識である。この簡單が官僚にはわからないのであり、この話がそこから生まれる。

　十八年產米供出に、縣や地方事務所や警察署、穀物檢査所の御役人が村役場に出張して來て、米櫃の米まで一應供出せよ、國は農民を飢えしめることは決してしないからといふので、私が最先に發言して、村民こと〴〵く米櫃の米まではたいて供出した。私も二十七町步耕作の保有米百俵は全部供出してしまつたのである。

　ところで、昭和十九年五月、私がいよ〳〵二十七町步の田植にとりかゝつて驚いたことに、私の自家保有勞力二十餘人扶食五十俵は、一旦供出した百俵より還元配給を受けることが出來たのだが、あとの學徒勤勞動員の受入用の五十俵の配給は罷りならぬといふのであり、この五十俵がないことには二十七町步耕作は出來ないのである。（學徒の動員に一人二合三勺かの配給があつたのは、私がこれを問題にしだしてからのたしか七月頃からであつて、五月頃には一粒の米の配給もなかつた）

　縣に出向いて要請すると、米は一切國家管理であり、縣の米は一粒もない。それは政府の責任だといふ。農商省に出かけて、重政次官、湯川穀物管理局長官に談判すると、政府は各府縣に數萬俵の自由裁量米を與へてある。それは千葉縣の責任だといふ。この官僚人頰冠式の無責任に癇癪玉を破裂さして、私は湯川長官に向ひ、

　「私はこれ以上何も云はぬ。然し、私の決意だけをあなたに告げる。私は覺悟した。私のとるべき道は二つある。一つは五十俵の私の庫に保管してある國家管理米で學徒を受入れて、その代りに秋に一千俵の米を國家に捧げるこの道。も一つは、國がさういふ態度なら、私も手を擧げて米作りを廢してしまふ。この道。罪人となつて國の至上命令たる米增產に精進するか、良い民となつて國につくか、この二つの道のうちいづれの道を選ぶべきかはこれから熟慮する。」

　かう詰め寄つたのである。そしてこの談判はその直後千葉縣廳にも持ち込んだのである。

　話を端折つて結論に急ぐ。結局私、村長、農業會長が千葉縣知事から呼ばれ、各部長、課長、事務官列席の上で、縣は出來るだけの應援をするからとの言葉の前に、村長、農業會長をいや〳〵承諾させて、五十俵學徒受入米拒否の代償に、私の十二町步自作能力（飯米關係上）分の十五町步を私の村の本埜村農業會の共同耕作に押しつけたのである。その結果を報告すると


三町步　村の國民學校兒童（收穫報告なし）

八町步　村農業會報告、反當一俵半收穫。
この報告は詳細に亘り、新井農業會長から全村に報告せられてゐるが、出動人員二千四百名、純收入八百圓、反當一俵半收納のことだけをこゝに書いておく。）

四町步　不耕作田

十二町步　吉植庄亮自作。反當五俵半收納



　右の結果を綜合すると、國民學校の未報告を除いて、私の收穫より反當四俵取り、劣れる八町步で計三百二十俵、不耕作田四町步反當五俵半として二百二十俵、計五百四十俵を官僚獨善が、昨年私の些かの土地で減產せしめてゐるといふ報告になる。私が五十俵のかすりに五百俵といふのは、事實に基いて言つてゐるのだといふことを、諸君はこの數字から汲みとつていたゞきたい。

　こゝまで書いて來て、私は眞に情けなくなつてしまつてゐる。お米一粒が國の大事だといふ時に當つて、お百姓の私をして、そのお米どりに一生懸命になることを正面から妨ぐる、强い障壁にまでなつてゐた政治が、昨日まであつたのである。しかもそのお百姓はただのお百姓でなく、お百姓があるが爲に農民から選ばれた衆議員ママ〔院〕議員であるのだ。それがこの通りである。もつて一般農民がいかに憤りつゝあるかが知れる。むしろ、農林省の机上增產企劃を農樂ママ〔業〕會が更に再檢討し、農民の體驗を基として考案を加へ、足が地についた基本計畫を樹立して、率先垂範すべきであるが當然だつたのである。が、悲しいことに、農業會は全國的にみても、生產企畫の一つの試驗場も持たず、官僚試驗場に對する、民間篤農家を糾合したる一つの硏究組織をも持つてゐないのである。たゞ配給を司り、官の命ずる處に從つて、その指令通りの指導を農家に與へて居れば善いとしてゐるのである。

　千葉縣印旛沼の一角で、吉植農場がどんな實績をあげようとそれは全國農業會、千葉縣農業會、郡農業會支部の關知した處ではなかつたのである。機構がさうなつてゐるのである。だから、私が特別の試驗をして、成功しようが失敗しようが全く風馬牛でゐたのである。いやもう少し突込んでいふ。さういふことに關心を持つて民間實績をあげて、政府の企畫にぶつつかつて行くものがあつたとしたら、その人は恐らく任期滿了の曉、再びその役につき難き示唆を自ら抱いてゐたであらう。このことは以上の記述から丈でも讀者は十分に讀みとつて下さつたことと思ふ。

　だがこれで果して善いのであらうか。三千餘萬人を辛く養つた明治初年の國土に、八千萬人を迎へる今日であるだけに、私の提言は眞劍である。

　この點に關するわれらの農業會の機構改革、食糧問題はまさにこの點からも再出發せねばならぬ。お米についても政府が米の計畫生產に乘り出したのが昭和十四年で、その收穫目標七千百萬石に對し、昭和十九年までの實收は年平均六千萬石を出でず、計畫より穫り劣ること正に年々一千萬石、これを支那事變の前年、昭和十一年より逆る數年間の平均收穫糧六千二百萬石に比し、百萬石の減產となつてゐる。

　また芋類、麥類を取入れた面から見ると、政府の芋、麥への主食物としての要求は、この二つを米に換算して昭和二十米穀年度八百萬石の穫得、昭和二十一米穀年度八百五十萬石の獲得にあつた。幸ひ二十米穀年度は芋、麥ともに豐作で、その目的は達することは出來たが、然し、お米が生產目標の七千百萬石から一千五百萬減產の五千六百萬石で、政府の計畫生產はすつかり駄目になつてしまつた。二十一米穀年度は、麥がすつかり減產になつた上、お米も生產は目標から千六百萬石減產の五千萬石の確保も六ヶ敷しいと、前千石農相が云つた。これは總敗北以外の何物でもない。





×　　×　　×






　聞いてもらひ度い私の三つの談といふのは以上の如くである。どの談も戰爭では負けることはないだらうが、ひよつとするとすると食べもので日本は負けるぞと、識者をして痛心せしめつゝあつた最中の噓のやうな本當の談である。これでは食糧增產は出來る筈がないなあと、この一文を讀まれた諸君は必ず思はるゝごとく、食糧增產は懸聲だけに終りつつたうとう實現出來なかつたのである。

　この食糧戰總敗北のよつて來るところを私は、二つの談によつて極めて柔かく書いて來たのである。戰ひ敗れたる今日、私は徒らに過去の責任を問はんとするの愚は思はない。私の念願はたゞこれからの問題にかゝる。外電は、もう一年戰爭が續く時、日本には一千萬人の餓死者が出たらうと言ひ、またすぐ間近に日本人の餓死者が續出を待つてゐると言明してゐる。このことは、戰があまり早く敗けたるが爲に、私が前に書いた食糧戰による日本の敗北が、全國人により、今日確言せられたに過ぎない。兎に角この言葉は日本の食糧政策の全き敗北を語ると共に、食糧問題が愈〻日本の一大事であることを物語る。

　食糧增產は、では日本の現狀では出來ないか。出來ると私は斷言する。いままで書いて來たやうな、お役人がわざ〳〵食糧生產障害の存在となつてゐたやうなことが無くなるだけでも確かに增產する。まして、このお役人陣營が、農民を尊ぶ心になり、農民實績に首を垂れ、言葉通りの官民一體となつて增產に邁進しさへすれば、日本の食糧はうんと增產する。農民を尊ばず、農民の心を踏みにじり、農民實績を蹴飛ばす、それで食糧增產を希つてゐた、この官僚の心田開發こそ急務で、この開發さへ成就すれば食糧增產は心配ない。この心田開發成り、それからの平地林開拓であり、高原開拓であり、湖沼干拓である。官僚の心田開發を後にしてこれらの國土開發を先にする時、いくら田や畑が殖えたところで食糧增產は絕對に出來つこはないこと、私のこの三つの談が證據立ててゐる。

　ではお百姓の心構へは大丈夫か。大都市近縣の農民は、都から溢れ來る闇に心を食はれてゐる場面も澤山あるが、正に太鼓判を押して大丈夫だと斷言する。


おのが田に仕へがたかる田作りの
　　嘆きをけふの大き世にすわれは

おのが田を耕さしめと淚垂る
　　民の一人をここにあらしむ



　農民はこれだけの心を今日持つてゐる。米一粒を惜しむこの大切な時代に、自分の心身を打ち込む百姓氣をさまたぐる官僚人よ眼を開け、そこには　大君の大み田族たがらの一人として、せめて自分の田を耕作させよと、泣きぬるる民をこゝにあらしむる君達の政治を君達は何と見るか。二首の歌は歌つてゐる。この歌は私の歌であるが、同時に全農民の歌であると言つても、農民諸君は私の失禮を決して咎め立てはしないであらう。

　農民陣營の心構へまさにかくの如しである。殘るところは、官僚陣營心田開發何時の日に來るやにかゝつてゐる。

　新日本の建設といふことが絕望になる時、敗戰日本は終ひに敗戰日本に終り、われらは永遠の暗闇を彷徨せねばならぬ。しかもその新日本建設が成るか成らぬかは、先づ第一步食糧問題の解決にかゝる。この重大問題を官僚獨善に蹂躙せしめてならうか。

　敢へて事實に就いて記述し、官僚獨善に開眼を求めると共に、國民の怠らざる注視をお願ひする次第である。

（衆議院議員）
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